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1第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答①

Metaへの質問

未成年者以外の、高齢者や精神疾患などの脆弱性のある利用者の情報の取り扱いについて、特別な措置を取っているでしょうか。
【生貝構成員】

Meta
はい。Metaは、高齢者や精神病患者を含む脆弱なユーザーの情報を取り扱うために特 別な措置を講じています。弊社は、これらのユー
ザーのプライバシーとセキュリティを保護するために、さまざまなポリシーやツールを導入しております。例えば、MVA（Minimum Viable
Accessibility）プログラムを通じて、障害を持つユーザーを含む脆弱なユーザーに対して、良好な透明性とアクセシビリティを確保するた
めの対策を実施しています。MVAプログラムは、標準化された要件を満たす基礎的なレベルのアクセシビリティを提供するよう設計されてお
り、Metaの製品とポリシーを障害者にとって理解しやすく機能的なものにしています。これには、MVAのレビューを実施し、Meta製品内の
ユーザーフローのアクセシビリティを評価・改善し、W3Cウェブコンテンツアクセシビリティガイドライン（WCAG）バージョン2.1「AA」基準を満
たしていることを確認することが含まれます。またMetaは、ユーザーの個人情報を不必要に、またはユーザーの同意なしに第三者と共有しな
い方針をとっています。これは、脆弱なユーザーが詐欺師やその他の悪意のある行為者に狙われるのを防ぐのに役立ちます。さらに、Meta
は、ユーザーが自分のプライバシー設定を確認し、調整することができる「プライバシー・チェックアップ」や、ユーザー・アカウントに追加のセキュ
リティを追加する「二段階認証」などのツールを実装しています。



2第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答②

Metaへの質問
フェイスブック上での投資詐欺広告の問題がありましたが、プロファイリングを利用して投資詐欺のターゲット広告を行うなど、利用者
情報の悪用のリスクはあると認識されているでしょうか、認識されていればどのような対策を取っているでしょうか。 【生貝構成員】

Meta
Metaのコンテンツモデレーションでは、「ABCフレームワーク」と言う３つの観点からのアプローチを採用しており、その３つは、上流から、行為
者（Actor）、行為（Behaviour）、コンテンツ（Content）です。一方、ご質問になっているのは、配信 (Distribution)という、さら
に下流の段階で起きる事象に関連するものとお見受けします。Metaの詐欺対策の取り組みは、上流の側面(特に行為主体、行為) に
注力しています。それは、上流での取り組みに注力する方がより効率的であることによります。特に、行為主体のレベルで悪意のある者を排
除できれば、これらの者が一切の詐欺広告を掲載するのを防ぐことができます。こうして、広告掲載前の審査を通じて、悪質な広告が弊社
のサービス上に顕出するのを防ぐことができたケースは多くあります。
詐欺対策として配信アルゴリズムを変更することは、正当な投資広告の配信に悪影響を及ぼす可能性が高いため、望ましくありません。投
資詐欺対策の最大の課題は多くの場合、詐欺広告と正当な広告を正確に区別することです。悪質な広告を排除する作業は、配信の段
階ではなく、上流の段階での対策により、より適切に対応することができると考えます。



3第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答③

Metaへの質問

２当事者間の契約における標準的な規定として、Metaビジネスツール利用規約では、相手方当事者が、Metaビジネスツールを使用す
るために適用されるすべての法的義務 を遵守するように求めています。具体的には、1(e) 項において、相手方が 「自身(およびそのデータ
プロバイダー)がビジネスツールデータを開示および利用するための必要な権利および許可ならびに適法な根拠を(適用される法律、規制お
よび業界指針すべてに従って)有していることを表明し、保証する」ことを求めています。具体的な「必要な権利および許可ならびに適法な
根拠」は、それぞれの相手方が所在する法域やそのデータ処理活動などの要因により、相手方ごとに異なる場合があります。これらの要因
によっては、相手方が同意を得ることが必要となる場合もあり、この場合、Metaビジネスツールの条項に基づき、相手方は適用されるすべ
ての法律、規制および業界指針に従って同意を得る必要があります。

3-2.情報収集する第三者や第三者のウェブサイト等の基準、条件において、“ ビジネスツール規約の第１条 (e) は、サードパーティ
のアプリおよびウェブサイトに対し、以下を含む一定の義務を課しています。” “利用者は、自身(およびそのデータプロバイダー)がビ
ジネスツールデータを開示および利用するための必要な権利および許可ならびに適法な根拠を(適用される法律、規制および業界指
針すべてに従って)有していることを表明し、保証するものとします。” と説明していますが、広告主が、ハッシュ化されたメールアドレスを
カスタムオーディエンスとしてMeta社にアップロードする場合、「必要な権利および許可ならびに適法な根拠」というのは、日本におい
ては、個人情報保護法に基づいた「個人データの第三者提供に関する同意」および「外国にある第三者への提供に関する同意」を広
告主が利用者から取得するべき、ということでしょうか。 【太田構成員】

Meta



4第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答④

Metaへの質問

Metaは、ユーザーのデバイスにクッキーやその他の情報を保存し、アクセスできるようにするビジネスツールの使用について、顧客に通知する
ことを企業に求めています。これには、これらのビジネスツールによるデータの収集、共有、利用が含まれます。具体的には、Metaは相手方
企業に対し、Metaを含む第三者がCookie、ウェブビーコン、その他の保存技術を使用してそのウェブサイトやアプリから情報を収集する可
能性があること、そしてこれら情報は測定サービスやターゲット広告に使用される可能性があることをユーザーに通知することを義務付けてお
ります。 Metaの役割は、こういったガイドラインと要求事項を確立することですが、これらの通知と同意を実施し、確実に遵守する責任は、
Metaのビジネスツールを使用する個々の企業にあります。Metaは広告主と協力し、その責任を定期的に再認識させ、適切な情報開示
の内容を義務付けています。

さらに、3-2で回答いただいた"デバイスにクッキーまたはその他の情報を保存し、アクセスできるようにするためのビジネスツールの使用
に関して" "少なくとも以下の事項を記載した、十分に目立つ明確な通知をユーザーに提示していること" としているが、実際に、サー
ドパーティが適切な対応を行っていることを確認しているでしょうか。【太田構成員】

Meta



5第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑤

Metaへの質問

Metaは、ユーザーの年齢を理解するために多くのことを行い、ユーザーのオンラインの活動全体を通じて年齢の理解を精緻化するために、
継続的で多層的なアプローチを採用しています。例えば、弊社の成人分類モデルは、ユーザーが成人（18歳以上）かティーン（13～
17歳）かを判断するのに役立つシグナルを使用することができます。成人分類モデルを開発するには、まず、ユーザーのアカウントが作成さ
れた時期や、他のプロフィールやコンテンツとのインタラクションなどといったプロフィール情報 などのシグナルをもとにAIモデルをトレーニングしま
す。例えば、同じ年齢層の人々は、特定のタイプのコンテンツで同じようなやり取りをする傾向があります。これらのシグナルから、モデルは誰
かが大人かティーンかについて計算することができるようになります。
モデルのパフォーマンスを評価するために、弊社は「評価データセット」を開発しています。そのデータセットは、誕生日の投稿など、年齢を示
唆する強いシグナルと思われる特定のデータポイントをチームに手動でレビューさせることで作成されます。これらの投稿からは、投稿した人の
年齢を判断するためにチームと共有される前に個人を識別する情報が削除されます。チームが判断を下すと、その投稿が大人によるものな
のか、ティーンによるものなのかを示すメモでデータにラベルを付けます。そして、これらのラベル付けされたデータ・ポイントが評価データセットと
なります。
次に、国ごとに分類モデルを評価します。新しい国に分類モデルを適用する前に、全体的な精度や異なるグループの人々の精度など、いく
つかの基準でそのパフォーマンスを調べます。例えば、弊社はコンテンツとのインタラクションをシグナルとして使っているので、弊社のプラット
フォームをあまり長く利用しておらず、したがってまだコンテンツとあまりインタラクションしていない人々に対して、弊社のモデルがどのように機能
するかを調べます。
弊社の判断が最新であることを確認するために、弊社は定期的に分類モデルを再実行し、最新の情報を取り込みます。モデルを再トレーニ
ングするたびに、ラベル付けされた評価データセットに対して年齢検出をチェックし、モデルの精度を測定します。弊社は、評価データセットが
弊社のサービスを利用する人々を代表するものであり、モデルの精度測定基準が弊社のサービスを利用する人々の集団に対して一般化
可能であることを保証するための洗練されたフレームワークを持っています。成人分類モデルの詳細については、こちらをご覧ください 。

若年層であるかどうかについて、本人からの申告以外で、どのように判断しているかという質問に対して、他のユーザーからの申告など
他のシグナルを利用しているとのお答えがありましたが、本人のアクティビティ等によるプロファイリングによって若年層であるかどうか推
定することはありうるのでしょうか。 【寺田構成員】

Meta

https://tech.facebook.com/artificial-intelligence/2022/6/adult-classifier/


6第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑥

Metaへの質問

最初のハイパーリンクは、Metaプライバシーポリシーのセクション「第三者との情報の共有方法」へのリンクです。このセクション全体が回答に
関係していますが、 「パートナー」及び「ベンダー」の項目の情報が特に関連性の高い部分です。

ヒアリングシート1-1（5頁）ご回答「また、ビジネスツールやその他のMeta製品を利用する他のウェブサイトやアプリへのアクセスが
あった場合には、Cookieや同様の技術(Metaピクセルやソーシャルプラグイン等)を利用して情報を受け取ります。パートナーやベン
ダーなどのサードパーティから弊社が受け取る情報について詳しくは、本ポリシーおよびCookieポリシーをご確認ください。」について、
ご回答中の「本ポリシー」「cookieポリシー」の部分がハイパーリンクになっており、クリックして拝見しましたが、どこが対応しているのか
分かりませんでした。該当部分を特定して頂くことは可能でしょうか。 【森構成員】

Meta



7第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑦

Metaへの質問
ヒアリングシート1-1（6頁）ご回答「なお、Metaは、Metaのビジネスツールを通じてパートナーから受け取った情報を登録された
ユーザーと照合することはありますが、照合されなかったデータを処理してアカウントのないユーザーのプロファイルを作成することはあり
ません。」について、ご趣旨が分かりませんでした。この部分のみ読むと、アカウントのないユーザー（カテゴリ③）についてのデータベー
スが作成されないという趣旨にも読めますが、4頁では、「②及び③ユーザーがアカウントにログインしていないにもかかわらず当社の
サービスを利用したりコンテンツを閲覧したりする場合、当社はプライバシーポ リシーに記載されている情報を収集することがあります」と
書かれていますので、そういう趣旨ではないと思います。 【森構成員】

Meta
明確にさせていただくと、弊社は、第三者が非ユーザーのデータを含む可能性のある情報を弊社に送ることを止めることはできず、したがって、
弊社はそれを「収集」したとみなされる可能性があります。一方、そのようなデータを弊社がどのように処理するかも詳らかにいたしますと、第
三者からデータを弊社が受領し、弊社がそのデータを照合できない場合であっても、弊社はMetaアカウントを持たないその個人の情報を用
いてプロファイルを作成するということはいたしません。



8第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑧

Metaへの質問
ヒアリングシート1-2-2（12頁）ご回答「広告主がティーンエイジャーにリーチするために使用できるのは、年齢と位置情報のみであり、
興味や活動、性別などの追加情報がターゲットになる可能性がある成人向けとは異なります。」について、年齢と位置情報以外の情
報が、ティーンエイジャーに対する広告に利用されないのは非常にいいことだと思います。広告に利用されないことは分かりましたが、レ
コメンドについても同じように他の情報は利用されないのでしょうか？また、ティーンエイジャーについては登録情報以外には年齢と位
置情報以外のものは保有されないのでしょうか。保有はするけれども利用はしないということでしょうか。 【森構成員】

Meta
前述のように、広告主は、年齢と位置情報によってのみ、18歳未満のティーンエイジャーをターゲットにすることができます。Metaは、年齢と
地域を使用することで、それらのティーンエイジャーの年齢に適した広告や、ユーザーの居住地域で利用可能な製品およびサービスを表示
することができます。コンテンツのおすすめに関しては、Metaは、ユーザー (若者を含む) の、弊社のサービスとのやり取りに関する情報を使
用して、ユーザーが新しいコミュニティやコンテンツを発見できるようにおすすめを行います。Metaでは、ユーザーにおすすめするコンテンツに関
するガイドラインがあり、これらのガイドラインを通じて、質の低いおすすめや不快なおすすめ、特別な配慮を要するおすすめを表示するのを
避け、若いユーザーに不適切なおすすめを表示しないようにしています。Metaは、10代の若者には、弊社のアプリ上で、安全で年齢に適
した体験を提供したいと考えており、10代の若者により適切な体験を提供するために、新しい保護対策を継続的に繰り返し策定し、講じ
ています。Metaは、プライバシーポリシーの記載されている通りに情報を保持しています。

https://ja-jp.facebook.com/help/instagram/313829416281232
https://about.fb.com/news/2024/01/teen-protections-age-appropriate-experiences-on-our-apps/


9第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑨

Metaへの質問
ヒアリングシート2-2（40頁以降）ご回答「サインアップフロー 1. Facebook （日本）」と記載されていますが、41頁以降は英語
になっています。日本語のものがあればそれを頂きたいと思います。 【森構成員】

Meta 1/2



10第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑨

Meta 2/2



11第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑩

Metaへの質問
ヒアリングシート2-8-1（86頁）ご回答「他のウェブサイト、アプリ、またはオフラインでの活動に基づいてパーソナライズされた広告を
表示するかどうかを選択できます。」 について、ここでいう「他のウェブサイト、アプリ、またはオフラインでの活動」には、御社のタグ等が
設置されたパートナーのウェブサイトの閲覧履歴が含まれると考えていいでしょうか。 また、広告を表示しないことを選択した場合、
パートナーのウェブサイト等からの情報収集も止まるのでしょうか。それとも情報収集は引き続き行われるが広告は表示されなくなる、
ということでしょうか。なお、この質問はヒアリングシート2-9-2と同じですが、そちらにも2-8-1と同様、広告が表示されなくなることの
み書かれていましたので、重ねておたずねする次第です。 【森構成員】

Meta
前半について。ご理解の通りです。弊社は、企業が広告を表示するためにウェブサイトやアプリに弊社のビジネスツールのいずれかを展開する
ことを選択した場合に、弊社が受け取る個人データをMetaが使用するかどうかをコントロールする能力をユーザーに提供します。ここで言及
されているのは、弊社のビジネスツールを使用する企業が設定する、そのウェブサイトやアプリ上でのユーザーの活動やインタラクションです。
後半について。企業がMeta's Business Toolsを使用および設定した結果として弊社が受信した情報は、弊社のBusiness Tools
Termsに記載されている目的を達成するために使用されます。弊社がユーザーに提供するパーソナライズ広告に関連するコントロールは、そ
のユーザーに表示される広告を選択するためにデータを使用することを制限するコントロールです。したがって、ユーザーが上記のコントロール
を使用して、広告パートナーから受け取った自分の活動に関するデータに基づいた広告の表示をパーソナライズしないようMetaに依頼した
場合、広告は表示され続けますが、広告パートナーから受け取った自分の情報を含まない情報に基づいて広告が表示されるため、異なる
広告になる可能性があります。
パーソナライズされた広告を表示するために情報を使用するかどうかを制御する能力に加え、弊社は、より広範な同じ方法で受信した情報
の保存に関する制御をユーザーに提供します。これによりユーザーは、以下のことが可能です。i）以前のアクティビティを消去して、以前に受
信した情報をアカウントから切り離す、ii）特定の第三者から受信したアクティビティを切り離す、iii）Metaが将来的に第三者から受信した
アク ティビティ情報をアカウントに関連付けて方法で保存するかどうかを管理する。



12第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑪

Metaへの質問
御社は、ユーザーデータのプロファイリング（推知）をすることに関して、何らかの内部的な制限やルールを設定されているでしょうか。
たとえば、ウェブの閲覧履歴 からそのユーザーの年齢を推知することは、一般的に行われていると思います。しかしながらユーザーの脆
弱性（たとえば「騙されやすい」）などを推知することは問題 があるようにも思われます。このような観点から、「ユーザーの脆弱性に関
する情報を推知しない」「ユーザーの要配慮個人情報を推知しない」等の内部ルールを設けることが考えられます。御社はそのような内
部ルールを設けておられますか。設けておられる場合、それはどのようなものですか。 【森構成員】

Meta
Metaは、ユーザーにとってセンシティブな特性に関する推論をし広告のパーソナライズするのではありません。ユーザーの情報とアクティビティに
関するシグナルに基づき、ユーザーの特性ではなくユーザーが最も興味を持ちそうなもののタイプについて推論をします。さらにMetaは、ユー
ザーに関連付けることができる広告主および広告の興味に関する特定のターゲティングカテゴリーのうち、健康、人種または民族、政治的所
属、宗教、性的指向、および個人的な損失や財政的脆弱性など、ユーザーがセンシティブと考えうる主題を削除するために、重要な取り
組みを実施しました。Metaはこんな後も、ターゲティングカテゴリーを定期的に見直し、更新し、廃止します。



13第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑫

Metaへの質問
アカウントなしのユーザーに関するプライバシーポリシーの記載（ポップアウト画面：
https://www.facebook.com/privacy/policy?annotations[0]=1.ex.41-InformationWeCollectIf）につい
て、アカウントなしのユーザーについても、しっかりとわかりやすくこのような記載をご用意されていて、素晴らしい取組だと思いました。た
だ、アカウントなしのユーザーの場合、アカウント作成時の手続を踏まないため、 貴社からユーザーに対してプライバシーポリシーを積
極的に示す動線はない（すなわち、当該ユーザー自身が能動的にプライバシーポリシーにアクセスしない限り、上記記載は確認できな
い）ということで合っていますでしょうか。 【呂構成員】

Meta
Metaのプライバシーポリシーは、ご質問にあるポップアウト画面を含め、アカウントの保有の有無に関係なく、誰でもアクセスすることができま
す。つまり、非ユーザーでもhttps://www.facebook.com/privacy/policy/のウェブサイトにアクセスして、プライバシーポリシーの全文
を読むことが可能です。



14第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑬

Metaへの質問
「別のトピックに切り替えるためのナッジ」について、プライバシーの観点からだけでなく、健康的な情報摂取を促すという観点からも、大
変興味深い、望ましい取組だと思いました。下記1番目、2番目の記事によると、ローンチ当初はUS、UK、アイルランド、カナダ、オー
ストラリア、ニュージーランドで提供されていた機能のようで、下記3番目の記事でも、“Teens in certain countries will
see...” と さ れ て い る よ う で す が 、 日本 の ユ ー ザ ー に も 提供 さ れ て い る と い う 理 解 で 正 し か っ た で し ょ う か 。
https://about.fb.com/news/2021/12/new-teen-safety-tools-on-instagram/
https://about.instagram.com/ja-jp/blog/announcements/raising-the-standard-for-protecting-
teens-and-supporting-parents-online
https://about.instagram.com/blog/announcements/tools-and-resources-for-parents-and-teens-in-
vr-and-on-instagram
その他、＞Metaの年齢に応じたセーフガードとしてP13に記載されている10代の若者向けの特別措置は、いずれも日本のユーザー
にも提供されているものでしょうか。【呂構成員】

Meta
年齢ベースのセーフガードとしてP13に記載されているティーンエイジャー向けの特別措置はすべて日本で利用可能ですが、「別のトピックに
切り替えるよう促す」機能は現在テスト中であり、日本での展開時期については今後確認いたします。



15第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑭

Metaへの質問
カスタムオーディエンスについて、下記ページにて簡潔でわかりやすい説明を提供されているものと思いました。
https://www.facebook.com/help/794535777607370#lookalike 「ビジネスからのリスト」の説明中で、
「Facebookが利用者を特定できる情報を取得 することはありません。」という記載があり気になったのですが、広告主から提供され
るメールアドレスなどの情報は、ハッシュ化されているとはいえ、提供元である広告主においては特定の個人と紐付く個人データであり、
また、提供先である貴社においては、（当該情報が貴社に登録されている場合には）貴社が保有する特定のユーザーの情報と照合
可能という理解で正しいでしょうか。 【呂構成員】

Meta
広告主と弊社とで共通のユーザーを特定する、プライバシーに配慮したプロセスがございます。もっとも、ユーザーに関する新たな個人情報を、
Metaが取得するわけではありません。カスタムオーディエンスは、広告主が自社のビジネスとすでにやり取りしている可能性のある人々に広
告を表示する方法です。企業が顧客リストをアップロードすると、リストからのユーザーの連絡先情報は、ハッシュ化と呼ばれる暗号化セキュリ
ティ手法を使用して暗号化されます。これにより、識別子がランダム化されたコードに変換され、情報が確実に保護されるようになります。こ
のセキュリティ機能により、カスタマーリストから実際の連絡先情報を弊社が確実に受け取らないようにできます。
情報がランダム化されたコードに変換されると、マッチングプロセスが開始されます。
Metaのシステムは、すでに持っている連絡先情報を取り出し、これをランダム化されたコードに変換します。その後、このコードは企業がアップ
ロードしたコードと照合され、コードが一致した場合、Metaは関連する広告を表示する可能性があります。
照合プロセスが完了するとMetaは上記のハッシュ化された連絡先情報を削除します。



16第10回会合における追加質問に対する事業者からの回答⑮

Metaへの質問
また、個人情報保護委員会Q&A7-41（https://www.ppc.go.jp/all_faq_index/faq1-q7-41/ ）によれば、カスタム
オーディエンスのようなデータの取扱い（同Q&Aの事例１））については、第三者提供と整理する場合と委託と整理する場合の両
方があり得るもの の、いずれにしても原則として利用者からの同意取得が必要になるとされています が、この点、アカウント作成時等
に貴社プライバシーポリシーに同意してもらうこと によって、貴社が同意を取得しているということになるでしょうか。 「顧客リストのカス
タムオーディエンス利用規約」
（https://www.facebook.com/legal/terms/customaudience?paipv=0&eav=AfZN8I-9z6QWi 
XO5x0tsl4fHER4tPN4umBH53meixFsRQHLjWW6VSQQYJLCM6dKhlJ4&_rdr）3条でオプトアウトの尊重につ
いては定められていますが、（カスタムオーディエンスの）利用者においてオプトインの同意取得を行うことまでは求められていないよう
にお見受けしました。 【呂構成員】

Meta
Metaは、ユーザーがFacebookまたはInstagramでアカウントを作成し、Metaプライバシーポリシーに記載されている処理に同意する際
に、カスタムオーディエンスに関連する処理について同意を取得します。プライバシーポリシーでは、Metaは「パートナー、ベンダー、その他の
第三者からの」データを処理し、特に「パートナーは、利用者のメールアドレス、Cookie、広告デバイスIDなどの情報も弊社と共有します。
これらの情報は、上記のアクティビティとアカウントをマッチさせるのに役立ちます(アカウントを持っている場合)。」と説明されています。さらに、
必要に応じて広告主も同意を得る必要がある場合があります。顧客リストカスタムオーディエンスツールの使用を希望する企業は、顧客リス
トのカスタムオーディエンス利用規約に同意する必要があります。これにより、企業はカスタムオーディエンスの作成のために提供した情報につ
いて、「開示に必要な」「あらゆる権利、許可、および適法な根拠を」「有している」ことを弊社に対し表明し、保証します。完全を期すために、
規約では広告主に対して、顧客が選択したオプトアウトを尊重することも求めています。さらに、ユーザー自身が表示される広告をコントロー
ルできるようにするために、ユーザーが自分が見た広告がどの企業のものか、また、自分がどのようにしてその企業の広告を見るに至ったのかを
正確に確認する機能を提供しています。アカウントセンターにあるこのコントロールでは、企業がユーザーにリーチするためにリストをアップロード
または使用したタイミングがユーザーに通知されます。ユーザーは、特定の企業の掲載する一切の広告を非表示にすることを選択したり、1
つまたはそれ以上の企業の広告を表示する元となった特定のリストから自らを削除することも選択できます。

https://ja-jp.facebook.com/privacy/policy?subpage=1.subpage.4-InformationFromPartnersVendors
https://ja-jp.facebook.com/legal/terms/customaudience?paipv=0&eav=AfbaWmpDZVPd6J31ZfCqG-wt-1K28xMFjnKMduY54WeoT98UCQqwU5XHsFrG91W-di8
https://accountscenter.facebook.com/ads/

